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29年度一般会計決算認定
歳入60億7,758万円、歳出59億7,339万円

問　

特
別
交
付
税
の
内
訳
を

伺
う
。

答　

特
別
交
付
税
は
１
億
２

３
１
万
９
０
０
０
円
、
前
年

度
比
で
２
２
０
８
万
５
０
０

０
円
増
加
し
た
。
主
な
も
の

は
町
営
路
線
バ
ス
・
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
・
循
環
バ
ス
運

行
費
５
２
６
７
万
５
０
０
０

円
、
移
住
・
定
住
対
策
費
１

３
６
万
９
０
０
０
円
、
消
防

団
報
償
費
１
３
６
万
６
０
０

０
円
、
特
別
支
援
学
級
69
万

６
０
０
０
円
等
と
な
っ
て
い

る
。

問　

債
権
差
し
押
さ
え
が
増

え
て
い
る
。
農
業
者
の
生
活

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　

生
活
実
態
に
つ
い
て
判

断
は
難
し
い
。
債
権
差
し
押

さ
え
は
平
成
29
年
度
85
件
４

０
８
１
万
８
５
３
６
円
、
平

成
28
年
度
が
45
件
２
７
６
２

万
３
５
８
３
円
で
あ
っ
た
。

収
税
担
当
職
員
の
努
力
の
成

果
だ
。

問　

自
殺
対
策
強
化
事
業
補

助
金
の
使
途
は
何
か
。

答　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
へ
の
謝
礼
、
相

談
施
設
の
器
具
・
備
品
購
入

等
。

問　

屋
外
広
告
物
許
可
手
数

料
は
見
込
み
通
り
か
。

答　

見
込
み
通
り
だ
。

答　

特
別
交
付
税
を
引
い
た

純
粋
な
町
負
担
分
は
、
１
０

９
９
万
５
０
０
０
円
だ
。

問　

滞
在
回
遊
型
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
検
討
さ
れ
た
モ
デ

ル
コ
ー
ス
と
は
、
ど
こ
か
。

答　

散
策
中
心
と
し
て
石
坂

の
森
・
奥
田
の
森
・
笛
吹
峠

散
策
コ
ー
ス
、
高
野
倉
ふ
れ

あ
い
自
然
公
園
散
策
コ
ー
ス
、

東
山
沼
・
熊
井
の
森
散
策

コ
ー
ス
。
体
験
を
中
心
と
し

た
焼
き
物
づ
く
り
体
験
と
古

代
窯
跡
群
見
学
、
鳩
豆
工
房

旬
の
花
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

問　

鳩
山
再
生
創
造
費
が
29

年
度
決
算
で
、
10
億
７
６
８

８
万
２
８
４
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
都
市
再
生
構
築
戦
略

事
業
７
億
４
９
４
２
万
円
と

北
部
地
域
活
性
化
推
進
事
業

３
億
２
６
０
０
万
円
は
、
一

緒
に
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答　

結
果
的
に
大
き
な
事
業

が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
や

平
成
29
年
度

  

一
般
会
計
決
算

　

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
規
約
の
変
更
に
関
す
る

も
の
１
件
、
平
成
29
年
度
決
算
認
定
に
関
す
る
も
の
８
件
、
平
成
29
年
度
水
道

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
も
の
１
件
、
平
成
30
年
度
補

正
予
算
に
関
す
る
も
の
５
件
、教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関
す
る
も
の
１
件
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
も
の
１
件
の
20
議
案
で
、
い
ず
れ
も
認
定
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
議
員
発
議
が
５
件
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問　

町
内
循
環
バ
ス
運
行
経

費
の
町
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

答　

実
質
負
担
額
は
２
４
６

万
３
０
０
０
円
だ
。

問　

町
営
路
線
バ
ス
運
行
経

費
の
町
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

歳
　
入

歳
　
出

利用者が増加している包括支援センター

第3回定例会
問

問問問 問

問 答答

答答答

問問 答答答
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平
成
29
年
度

  

特
別
会
計
決
算

　

鳩
山
再
生
創
造
事
業
は
財

政
規
模
か
ら
み
て
無
理
。
ご

み
焼
却
場
周
辺
対
策
費
を
当

て
込
ん
で
や
り
過
ぎ
。
福
祉

予
算
に
、
し
わ
寄
せ
が
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

国
民
健
康
保
険
事
業

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
業

に
補
助
金
活
用
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

問　

保
育
児
童
委
託
料
１
億

８
４
１
６
万
６
６
９
０
円
の

委
託
先
は
ど
こ
か
。

答　

ひ
ば
り
保
育
園
、
ひ
ば

り
ゆ
り
か
ご
保
育
園
、
養
光

保
育
園
、
あ
さ
ば
保
育
園
、

み
の
り
保
育
園
。

問　

橋
り
ょ
う
維
持
定
期
点

検
業
務
７
２
９
万
３
２
４
０

円
、
長
寿
命
化
修
繕
設
計
業

務
１
２
３
７
万
１
４
０
０
円

と
あ
る
が
、
現
状
把
握
は
ど

れ
だ
け
で
き
た
の
か
。

答　

平
成
29
年
度
は
防
災
安

全
交
付
金
を
活
用
し
、
28
橋

の
点
検
を
実
施
し
た
。

問　

南
比
企
窯
跡
群
の
国
史

跡
指
定
化
の
た
め
の
総
括
報

告
書
の
完
成
が
遅
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
を
伺
う
。

答　

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の

開
発
行
為
に
対
す
る
発
掘
調

査
が
あ
り
、
職
員
数
も
少
な

い
こ
と
が
理
由
だ
。
32
年
７

月
に
告
示
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

問　

図
書
館
資
料
費
、
視
聴

覚
資
料
費
３
４
０
万
円
で
、

住
民
要
望
に
応
え
ら
れ
た
か
。

答　

司
書
職
員
が
町
民
意
見

を
も
と
に
提
供
し
て
い
る
。

問　

重
機
借
上
料
が
２
８
０

万
円
あ
る
。
町
が
所
有
し
た

方
が
よ
い
の
で
は
。

答　

財
政
状
況
も
考
え
、
研

究
し
た
い
。

問　

今
年
度
か
ら
県
の
運
営

に
な
っ
た
が
、
町
の
国
保
総

医
療
費
は
県
の
中
で
ど
の
位

置
な
の
か
。

答　

町
の
総
医
療
費
は
７
月

に
実
績
報
告
を
す
る
。
国
保

連
合
会
か
ら
の
資
料
提
供
は

10
月
以
降
な
の
で
、
そ
こ
で

判
明
す
る
。

問　

農
業
集
落
排
水
事
業
に

答答 答

機
能
診
断
調
査
・
最
適
整
備

構
想
策
定
業
務
委
託
料
の
５

６
３
万
７
６
０
０
円
が
あ
る
。

今
後
の
修
繕
計
画
に
必
要
な

費
用
は
い
く
ら
か
。

答　

今
後
40
年
間
の
保
全
費

総
額
は
、
７
億
６
８
８
１
万

２
０
０
０
円
と
想
定
し
て
い

る
。

問　

介
護
予
防
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
給
付
金
が
、
見
込

み
よ
り
少
な
い
。
取
り
組
み

が
弱
い
の
で
は
。

答　

利
用
状
況
は
、
前
年
度

と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

問　

30
年
度
４
月
か
ら
介
護

度
引
き
下
げ
認
定
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答　

適
正
に
判
定
し
て
い
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業

介
護
保
険
事
業

平成29年度一般会計決算（歳出） 平成29年度一般会計決算（歳入）

※その他は地方譲与税、使用料及び手数料などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

※その他は、商工費、労働費、諸支出費の合計です。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

町税

地方交付税

町債

国庫支出金

県支出金

地方消費税交付金

繰入金

ゴルフ場利用税交付金

繰越金

諸収入

その他

29.5%

19.8%

18.9%

14.3%

4.7%

3.3%

1.6%

1.5%

1.4%

1.2%

3.7%

17億9,002万円

12億590万円

11億5,286万円

8億6,694万円

2億8,758万円

2億194万円

9,874万円

9,327万円

8,610万円

7,245万円

2億2,177万円

総務費

民生費

教育費

公債費

土木費

衛生費

消防費

農林水産業費

議会費

その他

29.9%

24.6%

14.2%

8.5%

7.1%

6.7%

5.0%

2.0%

1.2%

0.8%

17億8,583万円

14億7,237万円

8億4,622万円

5億488万円

4億2,707万円

4億235万円

2億9,692万円

1億2,070万円

7,201万円

4,507万円

名　　　称 歳入決算額 歳出決算額 差引額
国民健康保険事業 24億240万円 22億2,295万円 1億7,945万円
後期高齢者医療事業 2億961万円 2億901万円 60万円
介護保険事業 11億4,158万円 10億8,146万円 6,012万円
今宿東土地区画整理事業 2億316万円 1億9,693万円 ※1 374万円
農業集落排水事業 4,023万円 3,944万円 79万円
浄化槽設置管理事業 2,267万円 2,127万円 140万円
水道事業（損益収支※税抜き） 2億7,206万円 2億5,237万円 1,969万円
水道事業（資本的収支） 748万円 1億2,303万円 ※2 △1億1,555万円

※ 金額は万円未満
四捨五入

※1 繰越明許費繰
越金249万円を
除いた額

※2過 年 度 か ら の
留保資金などで
補てんされまし
た。

平成29年度特別会計歳入歳出決算及び水道事業会計決算の状況

問

問

問 問

問問

問問問 答

答

答答答

答
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老朽化した東海第二原発の
運転期間延長を行わないこ
とを求める意見書

ゴルフ場利用税の堅持を求
める意見書

　東海第二原発は今年で運
転開始から40年を迎えてい
る。
　昨年11月に日本原子力発
電は、運転期間の20年延長
を原子力規制委員会に申請し
た。東海第二原発の圧力容
器は40年使用を前提に作ら
れており、延長されれば60
年という長期にわたり、想定
していない問題が生じる可能
性がある。
　しかも7年間も止めていた
原発を再稼働させることは機
器にどのような不具合が生じ
るか予想もつかない。
　30キロ圏 内に約100万人
が住んでおり実際に避難計画
を策定するのに困難を極めて
いる。また、事故が起これば
首都圏に住む3000万人にも
被害が及ぶ。3000万人の避
難計画を策定することも必要
になり、埼玉県の存在にも関
わる重大な問題である。

（一部省略）

　ゴルフ場利用税は、都道府
県税として納付され、その7
割がゴルフ場の所在市町村に
交付されている。その規模は
平成28年度決算で、全国で
325億円にものぼる。
　鳩山町の交付金額は、平
成29年度決算額で9327万円
であり、貴重な財源となって
いる。
　現在、地方自治体は、医療・
介護などの社会保障、社会
資本の老朽化への対応、子
育て支援、教育など果たす役
割が増大し、財源確保が必要
不可欠である。
　地域活性化および地方創
生において進められている地
方創生にも逆行する。地方財
政に与える影響が極めて大き
く、適当ではない。

（一部省略）

　

１
１
５
人
か
ら
請
願
が
提

出
さ
れ
、
総
務
産
業
委
員
会

に
て
審
査
さ
れ
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
て
委
員
会
の
報

告
を
委
員
長
が
行
っ
た
後
、

採
決
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

 

総
務
産
業
委
員
会
が
請
願

と
同
趣
旨
の
意
見
書
を
議
会

に
提
案(

発
委)

し
、
こ
の
意

見
書
も
採
択
さ
れ
、
９
月
14

日
に
政
府
や
原
子
力
規
制
委

委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
〈
趣　

旨
〉

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
地

方
自
治
体
、
特
に
財
源
が
乏

し
く
山
林
原
野
が
多
い
市
町

村
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

こ
れ
に
代
わ
る
財
源
も
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
同
税

の
廃
止
は
地
方
財
政
に
与
え

る
影
響
が
極
め
て
大
き
く
適

当
で
は
な
い
。

　

ゴ
ル
フ
場
所
在
市
町
村
特

有
の
行
政
需
要
に
対
応
し
、

地
域
振
興
を
図
る
上
で
も
重

要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
行
制
度
の
堅
持

を
強
く
求
め
る
。

※
昨
年
９
月
に
も
意
見
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
東
海
第
二

原
発
の
運
転
期
間
延
長

を
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
請
願

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
堅

持
を
求
め
る
意
見
書

請
願
・
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た

　

原
子
力
規
制
委
員
会
は
７

月
、
安
全
対
策
の
基
本
方
針

が
規
制
基
準
を
満
た
す
と

認
め
た
。
再
稼
働
す
る
に
は
、

11
月
ま
で
に
20
年
の
運
転
延

長
の
認
可
を
受
け
た
上
で
、

県
や
周
辺
６
市
村
の
事
前
了

解
、
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
定
の
原
発
に
つ

い
て
言
及
す
る
と
な
る
と
、

現
地
の
状
況
を
無
視
し
た
議

論
に
な
り
か
ね
な
い
。
再
稼

働
の
可
否
は
、
地
元
の
自
治

体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
尊
重
す
べ
き
。　

(

中
山)

　

日
本
原
子
力
発
電
は
、
原

　

東
京
五
輪
を
２
年
後
に
控

え
、
ま
た
消
費
税
も
10
パ
―

セ
ン
ト
に
な
る
予
定
。

　

い
つ
ま
で
も
ゴ
ル
フ
場
に

負
担
ば
か
り
を
押
し
つ
け
て

も
、
当
の
ゴ
ル
フ
場
が
潰
れ

て
し
ま
え
ば
元
も
子
も
な
い
。

　

ス
ポ
―
ツ
庁
で
は
代
替
案

と
し
て
、
県
や
国
の
負
担
に

加
え
て
、
ゴ
ル
フ
ァ
―
に
協

力
金
と
い
う
形
で
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
も
提
案
し
て
い

る
。
利
用
税
あ
り
き
で
は
な

く
、
町
と
ゴ
ル
フ
場
が
共
同

し
て
、
未
来
志
向
の
議
論
を

進
め
る
べ
き
時
期
が
来
て
い

る
。　
　
　
　
　
　

(

大
賀)

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

発
が
所
在
す
る
東
海
村
に
加

え
て
、
水
戸
市
な
ど
の
周
辺

５
市
と
安
全
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
再
稼
働
や
運
転
延
長

に
つ
い
て
、
事
前
に
同
意
を

得
る
と
明
文
化
し
て
い
る
。

　

再
稼
働
が
可
能
か
ど
う
か

の
判
断
は
、
専
門
性
を
有
す

る
原
子
力
規
制
委
員
会
の
安

全
審
査
に
委
ね
る
べ
き
。

　

東
海
村
を
初
め
と
し
た
周

辺
６
市
村
の
冷
静
な
判
断
を

尊
重
し
、
意
見
書
は
控
え
る

べ
き
で
あ
る
。　
　

(

大
賀)

　

真
の
目
的
が
見
え
な
い
再

稼
働
申
請
で
あ
り
、
日
本
原

電
存
続
の
た
め
画
策
し
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
こ
と
。

　

国
民
意
識
よ
り
会
社
存
続

が
優
先
さ
れ
る
状
況
に
、
大

き
な
不
安
を
感
じ
る
。

　

様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し

て
も
、
再
稼
働
に
よ
る
リ
ス

ク
だ
け
で
メ
リ
ッ
ト
が
見
え

な
い
中
、
廃
炉
に
進
む
の
は

当
然
の
こ
と
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
―
を
中
心
と
し
た
時

代
の
脱
原
発
に
向
け
、
大
き

な
任
務
を
果
た
し
て
い
た
だ

き
た
い
。　
　
　

   (

石
井
徹)

　

東
海
第
二
原
発
は
、
福
島

原
発
と
同
じ
Ｇ
Ｅ
社
製
の
沸

騰
水
型
原
子
炉
。
致
命
的
な

欠
陥
は
、
い
ま
だ
に
ケ
―
ブ

ル
の
85
パ
―
セ
ン
ト
が
難
燃

性
ケ
―
ブ
ル
に
交
換
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
。

　

福
島
原
発
事
故
の
た
め
に
、

故
郷
を
失
い
、
生
活
の
基
盤

も
失
っ
た
方
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
る
。
福
島
の
教
訓
を
学

ぶ
べ
き
。　
　
　
　

(

野
田)

〈
賛
成
討
論
〉
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は
、
日
本
国
民
と
し
て
同
じ

気
持
ち
で
あ
る
が
、
現
実
に

核
を
所
有
し
て
い
る
国
が
参

加
し
な
け
れ
ば
、
実
効
性
は

皆
無
で
あ
る
。
ま
た
、
米
国

の
核
の
傘
に
守
ら
れ
て
き
た

安
全
保
障
体
制
と
矛
盾
し
た

主
張
と
な
る
た
め
、
参
加
を

見
送
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の

強
化
等
、
核
保
有
国
と
共
に

現
実
性
を
持
っ
た
核
軍
縮
に

向
け
て
、
着
実
に
努
力
を
進

め
て
い
く
べ
き
。　

(
大
賀)

核兵器禁止条約の署名・批
准を求める意見書

日米地位協定の抜本的改定
を求める意見書

　核兵器禁止条約が国連会
議で2017年7月7日、国連加
盟国の3分の2（122カ国）の
賛成で採択された。
　この条約に署名している国
は、8月15日現在で60カ国、
批准している国は14カ国と
なっている。条約発効に必要
な国の数は、50カ国である。
　政府は、唯一の戦争被爆
国として、核兵器禁止条約に
署名し、核兵器のない世界を
目指してリーダーシップをと
ることが求められる。
　国に以下の事項を実施する
よう強く要望する。
　1　唯一の戦争被爆国とし
て核兵器禁止条約を一日も
早く署名・批准すること。
　2　それまでの間は、オブ
ザーバーとして締約国会議及
び検討会議に参加すること。

(一部省略)

　米軍基地に隣接する全国
の自治体は、長年にわたり基
地の存在によって派生する住
民生活への過重な負担を強
いられている。特に全国の米
軍専用施設の約70.4％が集
中する沖縄県は、米軍機の
事故や航空機騒音、環境問
題等、地域住民の安全が脅
かされ、生活に多大な不安と
被害を及ぼしている。
　また、危険性が指摘され
る 「オスプレイ」の全国展開
もすすんでおり、地位協定の
問題は沖縄県だけの問題で
はない。
　人権や環境問題等の意識
が高まる中、時代にそぐわな
い、不平等な協定内容になっ
ている。
　7月に開催された全国知事
会（会長　上田埼玉県知事）
において、全会一致で日米地
位協定の改定を国に求める
提言が採択された。

（一部省略）

核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
・
批
准
を
求
め
る

意
見
書

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効

に
は
、
50
カ
国
の
批
准
が

必
要
で
あ
り
、
現
在
の
批
准

国
は
、
９
月
４
日
現
在
15
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
核
保
有

国
と
非
保
有
国
の
対
立
も
依

然
と
し
て
厳
し
い
。
核
兵
器

保
有
国
が
参
加
し
て
い
な
い

現
状
で
は
、
対
立
を
固
定
化

す
る
だ
け
。
２
０
２
０
年
開

催
の
核
拡
散
防
止
条
約
再
検

討
会
議
も
決
裂
し
か
ね
な
い
。

国
際
社
会
の
中
で
現
実
的
に

核
軍
縮
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
優
先
さ
れ
る
。　
　

(

中
山)

　

核
な
き
世
界
を
目
指
す
の

〈
反
対
討
論
〉

　

日
本
は
米
国
の
核
の
傘
下

で
安
全
保
障
政
策
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
核
兵
器
禁
止
条

約
は
、
核
抑
止
力
を
正
当
化

し
な
い
も
の
と
認
識
さ
れ
て

い
る
。
反
面
、
核
廃
絶
決

　

日
米
地
位
協
定
は
、
日
本

に
対
す
る
植
民
地
支
配
的
要

素
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
日
米

は
対
等
な
関
係
と
は
い
え
な
い
。

沖
縄
に
米
軍
専
用
施
設
の

70
％
以
上
を
集
中
さ
せ
、
事

件
や
事
故
が
発
生
し
て
も
国

民
運
動
に
発
展
し
な
い
よ
う
、

本
土
の
人
々
が
無
関
心
で
あ

る
よ
う
に
す
る
思
惑
が
感
じ

ら
れ
る
。

　

今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た

全
国
知
事
会
で
は
、
地
位
協

定
改
定
を
国
に
求
め
る
提
言

が
採
択
さ
れ
た
。
今
こ
そ
全

国
民
が
声
を
上
げ
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

日
坂)

　

昨
年
、
沖
縄
県
知
事
の
翁

長
氏
は
、
日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
に
関
す
る
要
請
書
を

議
案
を
国
連
に
提
出
し
続
け
、

核
兵
器
不
拡
散
条
約
体
制
の

強
化
の
行
動
も
と
っ
て
い
る
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
日

本
は
、
日
米
同
盟
の
関
係
も

あ
る
が
、
同
盟
に
よ
る
安
全

保
障
協
力
は
、
核
兵
器
以
外

で
も
可
能
か
否
か
再
検
討
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

日
坂)

　

米
朝
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、

朝
鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が

約
束
さ
れ
た
。
韓
国
と
北
朝

鮮
、
ま
た
、
米
朝
の
首
脳
会

談
に
よ
っ
て
、
世
界
が
核
戦

争
の
脅
威
か
ら
抜
け
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
。
核
兵
器

の
威
嚇
に
よ
ら
ず
、
対
話
に

よ
り
平
和
を
求
め
て
い
く
べ

提
出
し
た
。
全
国
知
事
会
で

も
出
し
た
。
自
民
党
の
石
破

氏
は
、
参
議
院
の
定
数
問
題

な
ど
と
同
時
に
、
日
米
地
位

協
定
改
定
も
議
論
す
べ
き
と

強
調
し
て
い
る
。　

(

根
岸)

　

日
米
地
位
協
定
は
日
本
に

と
っ
て
不
平
等
な
条
約
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
基
地
の

移
転
交
渉
が
で
き
な
い
日
本

政
府
が
い
る
訳
で
、
ま
ず
は

日
米
地
位
協
定
か
ら
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

私
た
ち
本
土
の
人
間
は
、

沖
縄
を
70
年
間
犠
牲
に
し
て

き
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

沖
縄
住
民
と
同
じ
日
本
国

民
と
し
て
、
沖
縄
住
民
の
立

場
を
鑑
み
て
、
当
意
見
書
に

賛
成
す
る
。　
　
　

(

関
根)

き
。
３
０
０
を
超
え
る
議
会

が
、意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

野
田)

〈
賛
成
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
改
定
を
求
め
る
意
見

書
　

地
方
自
治
体
の
議
員
は
、

国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
は
、
法
律
で
認
め

ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
定
例
会

で
は
、
国
に
対
す
る
意
見
書

が
少
し
多
す
ぎ
る
。
町
の
議

員
は
町
の
行
政
に
も
っ
と
目

を
向
け
る
べ
き
で
、
国
の
政

治
は
そ
れ
に
携
わ
る
人
に
お

任
せ
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。　
　
　
　
　
　

(

森)

〈
反
対
討
論
〉
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問　

公
募
委
員
を
２
人
増
や

す
だ
け
で
良
い
の
か
。

答　

図
書
館
協
議
会
委
員
は
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
家

庭
教
育
、
学
識
経
験
の
あ
る

方
か
ら
教
育
委
員
会
で
任
命

し
て
い
る
。

　

他
の
自
治
体
も
参
考
に
し

て
、
２
人
の
増
員
と
し
た
。

問　

北
部
地
域
活
性
化
推
進

費
の
中
で
、
財
源
の
内
訳
が

変
わ
っ
て
い
る
が
、
地
方
債

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
か
。

地
方
交
付
税
が
見
込
め
る
の

か
。

答　

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア
、

上
熊
井
農
産
物
直
売
施
設
、

町
道
第
１
号
線
な
ど
の
整
備

事
業
債
を
増
額
し
た
。
町
の

単
独
事
業
で
、
地
方
交
付
税

に
よ
る
財
政
措
置
は
見
込
め

な
い
。

問　

地
方
交
付
税
が
見
込
め

な
け
れ
ば
、
財
政
的
に
厳
し

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

新
ご
み
焼
却
場
建
設
と

一
体
的
に
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
。
今
年
度
予
算
で
も
最
重

要
事
業
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

問　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
修
繕
費

用
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

答　

石
坂
分
館
入
り
口
横
を

入
っ
て
、
右
側
の
ブ
ロ
ッ
ク

〈
進
捗
状
況
〉

・
平
成
27
年
度　

測
量
及
び

道
路
詳
細
設
計

・
平
成
28
年
度　

用
地
測
量
、

物
件
調
査

・
平
成
29
年
度　

泉
井
交
流

体
験
エ
リ
ア
区
間
と
第
一
工

区
の
用
地
買
収
、
物
件
等
移

転
補
償

〈
工
事
の
概
要
〉

　

事
業
計
画
総
延
長
約
１
・

４
キ
ロ
メ
―
ト
ル
の
う
ち
、

通
学
路
区
間
、
約
４
６
０
メ

―
ト
ル
の
第
一
工
区
に
お
い

て
、
計
画
道
路
幅
員
10
メ
―

ト
ル
の
道
路
拡
幅
と
片
側

２
・
５
メ
―
ト
ル
の
歩
道
を

整
備
す
る
工
事
。

〈
契
約
内
容
〉

請
負
代
金
：
９
０
２
９
万
円

問　

鳩
山
町
で
、
支
給
対
象

外
に
な
る
人
数
及
び
影
響
額

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

平
成
30
年
７
月
現
在
の

受
給
者
は
３
２
７
人
、
該
当

す
る
方
は
約
６
人
に
な
る
。

影
響
額
は
１
人
当
た
り
11
万

円
程
度
と
予
想
さ
れ
る
。

問

問問問

問

答

答答答

答

　

図
書
館
協
議
会
委
員
に
公

募
委
員
２
人
を
含
め
て
定
数

を
12
人
以
内
と
し
、
今
ま
で

以
上
に
、
よ
り
よ
い
図
書
館

と
な
る
よ
う
町
民
参
加
で
運

営
す
る
た
め
の
改
正
。

　

３
１
７
７
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
53
億
２
３
４
４
万
円

と
す
る
も
の
。

　

泉
井
地
区
に
お
け
る
活
性

化
取
り
組
み
方
針
に
基
づ
き

実
施
す
る
道
路
整
備
。

　

国
の
防
災
・
安
全
交
付
金

を
活
用
す
る
。

　

選
挙
期
日
４
月
と
任
期
開

始
日
と
の
間
に
、
ず
れ
が
生

じ
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。

　

鳩
山
町
議
会
は
、
統
一
地

方
選
挙
に
お
い
て
議
員
一
般

選
挙
を
実
施
し
、
選
挙
期
日

と
議
員
等
の
任
期
の
ず
れ
を

解
消
す
る
た
め
、
議
員
任
期

満
了
日
を
平
成
35
年
６
月
４

日
か
ら
、
議
員
等
の
任
期
の

特
例
法
に
よ
り
平
成
35
年
４

月
30
日
と
す
る
。

図
書
館
協
議
会
委
員
に

公
募
委
員
が
加
わ
り
ま
す

条
例
改
正

平
成
30
年
度

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
に
所
得
制
限
を
導
入

条
例
改
正

塀
に
控
え
壁
を
設
置
す
る
。

　

障
害
に
起
因
す
る
医
療
行

為
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。

社
会
保
障
の
枠
で
重
度
心
身

障
害
者
を
支
え
る
こ
と
が
必

要
だ
。　
　
　
　
　

(

野
田)

　

所
得
に
関
係
な
く
補
助
す

る
の
が
当
た
り
前
の
制
度
。

所
得
制
限
を
す
る
の
は
差
別

に
な
る
。　
　
　
　

(

根
岸)

〈
反
対
討
論
〉

　

県
の
補
助
金
交
付
要
綱
の

一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
対

象
者
を
真
に
経
済
的
負
担
の

軽
減
が
必
要
な
低
所
得
者
に

限
定
す
る
。
県
の
試
算
で
は

受
給
者
の
約
２
パ
―
セ
ン
ト

が
助
成
対
象
外
と
な
る
。

控
え
壁
が
設
置
さ
れ
るブ

ロ
ッ
ク
塀

工
事
請
負
契
約

町
道
第
１
号
線
道
路
改

良
工
事（
第
一
工
区
））

次
期
選
出
議
員
の
任
期

平
成
35
年
４
月
30
日

ま
で
に

工
期
：
平
成
30
年
９
月
か
ら

31
年
３
月
29
日
ま
で

　

議
会
に
諮
ら
な
い
で
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
意
見
に

よ
っ
て
統
一
選
挙
に
な
っ
た

の
は
趣
旨
が
違
う
。
統
一
選

挙
に
し
な
く
て
も
良
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

根
岸)

〈
反
対
討
論
〉

　

町
民
目
線
で
考
え
れ
ば
、

選
挙
が
５
月
に
ず
れ
る
よ
り
、

〈
賛
成
討
論
〉

４
月
に
選
挙
を
行
っ
て
、
議

員
の
任
期
満
了
を
早
め
る
べ

き
。　
　
　
　
　
　

(

大
賀)

　

ず
れ
の
問
題
を
解
消
し
、

全
国
の
自
治
体
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
い
く
こ
と
が
、
鳩

山
町
議
会
の
責
務
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

(

石
井
徹)

H31.4
（統一地方選挙）

H35.4
（統一地方選挙）

4年間

3年10カ月H31.6.5 H35.4.30
任期

選挙
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